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　コロナウイルスに負けないぞ！新型コロナウイルスの早期終息を願い，
すみれ保育園の全園児で作成した絵です。子どもたちの願いが届きますように。

宇土市

うと市議会だより



2うと市議会だより　第 70号

　6月定例会を6月15日から6月30日まで，16日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として，宇土市税条例の一部改正など条例関係8件，令和2年度一般会計補正予算な
ど予算関係2件，宇土市農業委員会の委員の任命についてなど人事案件15件，専決処分の報告及び
承認12件，その他1件，議員提出議案として介護施設の人員配置基準の引き上げを求める意見書1
件が上程され，いずれも原案のとおり決定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。なお，議決結果はP17〜P18ページに，各委員会での審査内
容は，P15〜P16ページに記載しています。

令和2年　6月定例会

◆
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元
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宇
土
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般
会
計
補
正
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８
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６
１
万
５
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８
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０
６
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Ｃ
Ｔ
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Ｒ
１
経
済
対
策
）
の
増
額
補
正
。

◆
令
和
２
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
８
億
１
，
２
７
３
万

５
千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
３
３
億
７
，
２
８

０
万
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
特
別
定
額
給

付
金
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
分
）、
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
分
）
の
増
額
補
正
。

◆
令
和
２
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
４
号
）

�　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
，
８
１
３
万
円

増
額
し
、
総
額
を
２
３
５
億
６
，
０
９
３
万
円

と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経

済
対
策
商
品
券
事
業
、
学
校
I
C
T
環
境
整
備

事
業
の
増
額
補
正
。

◆
宇
土
市
税
条
例
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地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⒈ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
の
改
正

　
・
イ
ベ
ン
ト
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を
中
止
等
し
た
事
業
者
に
対

す
る
払
戻
請
求
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放
棄
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つ
い
て
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得
税
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お
い
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寄
附
金
控
除
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な
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の
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個
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住
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の
寄
附
金
税
額

控
除
と
し
て
適
用
。

　
・
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
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用
要

件
を
弾
力
化
。
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１
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・
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住
民
税
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課
税
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対
象
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婚
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ひ
と
り
親
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
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限
定
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い
）
を
追
加
。
　

　
・
軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
（
１
本
当
た
り
１
ｇ

未
満
）
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つ
い
て
、
最
低
税
率
を
設
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（
本

数
課
税
方
式
を
適
用
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・
低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た
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合
の
長

期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の
課
税

の
特
例
を
創
設
。

【
施
行
日
】

・
令
和
２
年
10
月
１
日
ほ
か

◆
令
和
２
年
度
宇
土
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
資
本
的
支
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を
５
８
３
万
円
増
額
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、
総

額
を
４
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２
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２
３
０
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す
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。

築
籠
ポ
ン
プ
場
３
号
主
ポ
ン
プ
用
吐
出
弁
改
修

工
事
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伴
う
増
額
補
正
。

◆
財
産
の
取
得

　予
定
価
格
２
，
０
０
０
万
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財
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取
得
す
る
た
め
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議
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の
議
決
に
付
す
べ
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及
び
財
産
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取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
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第

３
条
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規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

【
取
得
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る
財
産
】

　
宇
土
市
内
小
中
学
校
校
務
支
援
ソ
フ
ト
一
式

【
取
得
の
方
法
】

　
随
意
契
約

【
取
得
価
格
】

　
３
３
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。）

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｚ
Ｚ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
（
任
期
３
年
）

　
野
村
　
き
よ
み
さ
ん
（
再
任
）

　
藤
井
　
敬
夫
　
さ
ん
（
新
任
）

　
中
熊
　
照
美
　
さ
ん
（
新
任
）

◆
宇
土
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命（
任
期
３
年
）

　中
村
　
英
子
　
さ
ん
（
松
原
町
）　
　
　

　
安
田
　
鷹
嗣
　
さ
ん
（
松
山
町
）

　
谷
山
　
次
則
　
さ
ん
（
神
馬
町
）

　
木
村
　
良 

一
　
さ
ん
（
宮
庄
町
）

　
齊
藤
　
英
次
　
さ
ん
（
走
潟
町
）

　
田
代
　
和
弘
　
さ
ん
（
走
潟
町
）

　
境
　
　
良 

一
　
さ
ん
（
恵
塚
町
）

　
松
下
　
清
史
　
さ
ん
（
城
塚
町
）

　
鎌
賀
　
和
夫
　
さ
ん
（
網
引
町
）

　
太
田
　
桂
子
　
さ
ん
（
網
津
町
）

　
加
悦
　
雅
浩
　
さ
ん
（
上
網
田
町
）

　
宮
本
　
久
美
子
さ
ん
（
上
網
田
町
）
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◆令和２年度宇土市一般会計補正予算（第１号～第５号）
　 歳入歳出それぞれ42億8,885万4千円を増額し，総額を237億6,885万4千円とする。

費　目
（歳出概要）

補正額
（千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】　▲は減額補正

議 会 費 ▲ 3,900 議会一般経費（▲ 540），議員経費（▲ 3,360）

総 務 費 33,067

庁舎建設事業経費（10,234），新型コロナウイルス感染症対策事業〔総務課
分：広報経費〕（1,968），新型コロナウイルス感染症対策事業〔財政課分〕

（2,250），網田地区移動支援〔乗合デマンド実証実験〕事業（2,400），社
会保障・税番号制度導入経費（4,142）

民 生 費 3,870,769

特別定額給付金事業〔新型コロナウイルス対策分〕（3,730,246），子育て
世帯への臨時特別給付金事業〔新型コロナウイルス対策分〕（58,022），み
んなの家移設事業（21,420），健康福祉館施設改修事業（21,003），保育
所等施設整備事業（15,844）

衛 生 費 7,672 新型コロナウイルス感染症対策事業〔健康づくり課分〕（1,969），新型コロ
ナウイルス感染症対策事業〔消毒事業補助金〕（5,000）

農林水産業費 53,391 新型コロナウイルス感染症対策事業〔農林水産課分：農業，林業，漁業〕
（4,889），農業振興一般経費〔臨時分〕（47,964）

商 工 費 184,296

新型コロナウイルス感染症対策事業〔商工観光課分〕（26,196），小規模企
業者事業継続給付金事業〔新型コロナウイルス対策分〕（53,465），新型コ
ロナウイルス経済対策商品券事業（53,102），自然公園整備事業（1,329），
マリーナ施設整備事業（50,204）

土 木 費 2,373 避難路整備事業（復興基金創意工夫分）（2,000）

消 防 費 5,438 防災行政無線維持管理経費（3,409）

教 育 費 135,748

学校ＩＣＴ環境整備事業〔新型コロナウイルス対策分〕（100,250），学校
ＩＣＴ環境整備事業〔地方創生臨時交付金事業分〕（41,315），小学校トイ
レ改修事業（4,393），中学校トイレ改修事業（3,710），幼稚園トイレ改修
事業（367），社会教育総務費一般経費（11,200），文化財保護費一般経費

（1,000），震災対策事業〔文化課分〕（7,083），新型コロナウイルス感染症
対策事業（給食センター分）（1,773）
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ピックアップ

宇土市災害応急措置の業務に従事した者に対する
損害補償に関する条例

　市議会では，新型コロナウイルス感染症の早期終息と
地域経済への影響を最小限に食い止めるため，4月22
日（水）に全議員の総意として新型コロナウイルス感染症
に係る市の対応についての提言書を元松市長へ提出し
ました。
　提言書では，財源措置の一環として，今年度は実施し
ないことを決定した議会各委員会の行政視察の予算を
市独自の休業補償の財源として活用することなどを求め
ています。

提言書を提出する柴田議長（写真左）

　〇感染拡大防止について
　〇支援・補助制度について
　〇教育関連について
　〇財源措置について

　災害応急措置の業務に従事した者に対する損害補償について定める必要があるため，条例を制定するもの。
【主な内容】
・災害応急措置の業務に従事した者が，当該業務に従事した
ことにより死亡し，負傷し，若しくは疾病にかかり，又は障害の
状態になったときは，その者又はその者の遺族若しくは被扶
養者に対し，市が損害を補償する。
・損害補償は，非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定
める政令に定める補償基礎額を基準とする。
【施行日】
・公布の日

新型コロナウイルス感染症対策について
市議会から市長へ提言書を提出

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

　
　代
表
質
問
っ
て
な
に
？

　議
員
は
、
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、

執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
考
え
方

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
「
一
般
質
問
」
と
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
質
問

の
要
旨
を
通
告
書
に
記
入
し
議
長
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
数

の
議
員
が
自
由
に
質
問
す
る
と
、
そ
の
順

位
や
発
言
時
間
を
ど
う
す
る
か
、
ま
た
、

質
問
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と
執
行
機
関

で
十
分
な
準
備
が
で
き
ず
、
議
員
に
と
っ

て
も
不
満
足
な
答
弁
し
か
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
生
じ
、
能
率
的
な
議
会
運
営
が

で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
質
問
方
法
は

一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
特
定
の
議
員
が
、
会
派
を
代
表

し
て
質
問
す
る
こ
と
を
「
代
表
質
問
」
と

い
い
ま
す
。
宇
土
市
議
会
で
は
、
代
表
質

問
を
市
長
の
行
う
施
政

方
針
演
説
に
対
し
て
行

う
も
の
と
し
、
質
問
方

法
は
一
括
質
問
一
括
答

弁
方
式
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

豆
知
識

④
の

議
会

提
言
内
容
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令和2年6月宇土市議会定例会　一般質問一覧表

定例会における新型コロナウイルス感染症対策

　令和２年６月定例会では，新型コロナウイルス感染症対策として，会議時間の短縮を図るため，議員一人

当たりの一般質問の時間を30分以内とし，９月定例会へ延ばすことが可能な質問については，今定例会で

の質問は控えることとしました。また，会議中はこまめに換気を行い，人の密集を避けるため，一般傍聴の

自粛要請や本会議の出席者を最小限にするなどの対策を行いました。

【一般質問】

発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 芥 川　 幸 子
⑴ 避難所の新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
⑵ GIGAスクール構想の実現について
⑶ 子育て支援について

６

２ 藤 井　 慶 峰 ⑴ 職員定数の適正化と労働環境の改善について ７

３ 中 口　 俊 宏
⑴ 安全・安心なまちづくりについて
⑵ 職員の育成と組織づくりについて ８

４ 野 口　 修 一

⑴ 人口の変化と移住定住
⑵ キリシタンの歴史顕彰
⑶ 介護と家庭
⑷ アスベスト被害と肺の病

９

５ 樫 﨑　 政 治 ⑴ 介護現場における新型コロナウイルス感染症対策について １０

６ 今中真之助

⑴ 消防団活動について
⑵ 教育行政について
⑶ マイナンバーカードについて
⑷ 公共交通について

１１

７ 佐 美 三　 洋
⑴ 本市における光ファイバーケーブル（光回線）の整備状況及び第

5世代移動通信システム（５G）整備に向けての考え方について
１２
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一般質一般質 問

6うと市議会だより　第 70号

学校教育のＩＣＴ化で一人一人の可能性を引き出す教育を！
パソコンを使っての学習の様子

避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
。

答  

国
か
ら
「
避
難
所
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
更

な
る
対
応
に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
市
で
も
避

難
所
従
事
職
員
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル「
避

難
所
運
営
の
手
順
書
（
コ
ロ
ナ
対
応

編
）」
を
作
成
し
、
全
職
員
に
通
知
し

て
い
る
。
今
後
、
国
や
県
の
情
報
、

他
自
治
体
の
先
進
事
例
等
を
参
考
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
、
市
民
向
け
の
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。�

（
総
務
部
長
）

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
に
つ
い
て
。

答  

今
年
度
の
避
難
所
開
設
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
風
水
害
時
に
開
設
す
る
市
内

７
地
区
の
第
一
次
避
難
所
の
う
ち
、

宇
土
・
轟
・
走
潟
・
緑
川
地
区
の
４

カ
所
を
通
常
開
設
す
る
施
設
よ
り
広

い
施
設
へ
変
更
し
、
避
難
者
同
士
が

一
定
の
間
隔
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

す
る
ほ
か
、
様
々
な
感
染
症
対
策
を

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
他
自
治
体
の
先
進
事
例

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
本
市
の
総
合

防
災
訓
練
や
非
常
参
集
訓
練
等
の
中

で
、
感
染
症
対
策
を
取
り
入
れ
た
避

難
所
開
設
・
運
営
訓
練
の
実
施
を
検

討
し
て
い
く
。�

（
総
務
部
長
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
つ
い
て

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
行
っ
た
臨
時
休
校
中
の

学
習
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
。

答  

教
科
書
に
基
づ
く
家
庭
学
習
の

課
題
の
提
示
な
ど
紙
媒
体
で
の
学
習

を
中
心
に
実
施
し
た
。�

（
教
育
部
長
）

問  
小
中
学
生
一
人
に
対
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
一
台

確
保
し
、
学
校
内
に
高
速
・
大
容
量

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

計
画
で
あ
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
で
の
本
市
の
実
施
内
容
と
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
。

答  

早
急
に
一
人
一
台
の
端
末
整
備

を
行
う
予
定
。

　
市
内
に
は
光
回
線
が
未
整
備
の
地

域
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
利
用

で
き
な
い
家
庭
も
あ
る
の
で
、
教
室

や
体
育
館
を
使
用
し
て
学
習
を
行
う

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。（
教
育
部
長
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

育
児
不
安
と
虐
待
の
予
防
に
寄

与
す
る
宇
土
市
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
状
況
及
び
出
産

後
の
母
と
子
へ
の
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
相
談
等
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
。　

答  

今
年
４
月
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
宇
土
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
さ
ぽ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
」
を
開
設

し
た
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
未
だ
実
施

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
準
備
を
進

め
た
い
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

（
公
明
党
）

芥
川

　幸
子

　議
員



一般質一般質 問

7 令和 2 年 8 月 1 日

職員定数の適正化と労働環境の改善について
職員も頑張って業務にあたっている仮設庁舎

職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
に

つ
い
て

問  

行
財
政
改
革
と
熊
本
地
震
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
等
で
職
員

の
労
働
環
境
や
健
康
状
態
が
気
に
な

る
。
休
日
勤
務
し
た
職
員
は
振
替
休

日
が
取
得
で
き
て
い
る
の
か
。
職
員

一
人
当
た
り
平
均
の
時
間
外
勤
務
時

間
は
ど
う
か
。
ま
た
、
時
間
外
手
当

は
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
現
在
、
病

気
休
職
者
は
い
る
の
か
。

答  

休
日
の
勤
務
が
必
要
な
場
合
は
、

所
属
長
が
職
員
に
勤
務
を
命
じ
、
休

日
の
振
替
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

所
属
長
に
対
し
て
、
振
替
取
得
の
徹

底
を
お
願
い
す
る
。

　
昨
年
度
の
時
間
外
勤
務
の
実
績
は
、

休
日
勤
務
分
の
時
間
数
を
含
め
た
総
時

間
が
３
５
，
４
６
４
時
間
で
、
一
人
当

た
り
の
平
均
は
、年
間
約
１
６
７
時
間
、

月
平
均
で
は
約
14
時
間
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
手
当
は
、
全
額
を
支
給
し

て
い
る
。

　
本
年
４
月
１
日
時
点
に
お
け
る
病

気
休
職
中
の
職
員
は
２
人
。
本
人
、

主
治
医
及
び
産
業
医
と
随
時
、
面
談

を
行
い
、
本
人
の
体
調
や
配
慮
す
べ

き
こ
と
等
の
情
報
共
有
を
図
り
、
そ

の
職
員
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
復
職
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
相

談
が
で
き
る
窓
口
の
業
務
委
託
も

行
っ
て
い
る
。
こ
の
相
談
窓
口
は
、

職
員
と
そ
の
被
扶
養
者
が
、
電
話
や

メ
ー
ル
で
臨
床
心
理
士
な
ど
に
健
康

相
談
が
で
き
、
状
況
に
よ
っ
て
は
県

内
の
施
設
で
専
門
家
の
面
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。�

（
総
務
部
長
）

問  

職
員
が
過
重
労
働
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
配
慮
頂
き
た
い
。
職
員
定
数

の
適
正
化
と
労
働
環
境
の
改
善
に
つ

い
て
、
人
口
規
模
は
本
市
よ
り
も

５
千
人
程
少
な
く
、
予
算
規
模
は
同

程
度
の
人
吉
市
は
昨
年
の
職
員
数
が

３
４
１
人
。
本
市
は
、
75
人
も
少
な

い
状
況
だ
。
職
員
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

点
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
職
員
定
数

の
適
正
化
と
労
働
環
境
の
改
善
に
つ

い
て
ど
う
す
る
の
か
。

答  

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、「
宇

土
市
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
以
降
、
通
常
業

務
に
加
え
震
災
業
務
が
、
職
員
へ
の

過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
全
国
の

自
治
体
か
ら
職
員
派
遣
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、着
実
に
復
旧・復
興
が
進
み
、

震
災
業
務
は
縮
小
し
て
い
る
。
一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
対
策
や
、
国
の
地
方
創
生

推
進
の
影
響
、
各
種
制
度
改
正
な
ど

社
会
の
変
化
に
よ
り
、
通
常
の
業
務

量
が
増
加
し
て
い
る
一
面
も
あ
る
。

状
況
を
的
確
に
捉
え
て
、
業
務
の
改

善
と
適
正
な
職
員
数
の
把
握
に
努
め
、

働
き
易
い
職
場
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

要
望  

長
期
病
気
療
養
休
暇
中
や
新

規
採
用
に
も
関
わ
ら
ず
退
職
す
る
職

員
も
居
る
。
職
員
の
増
員
に
つ
い
て

は
、
予
算
も
伴
う
が
、
よ
り
良
い
労

働
環
境
を
創
っ
て
頂
き
た
い
。

（
無
所
属
）

藤
井

　慶
峰

　議
員



一般質一般質 問

8うと市議会だより　第 70号

自主防災組織の訓練状況
消火器による消火訓練

行
政
区
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

問  

各
行
政
区
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
結
成
率
と
主
な
取
組
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

答  

各
行
政
区
に
お
け
る
６
月
１

日
現
在
の
自
主
防
災
組
織
は
、
全

１
５
７
行
政
区
中
１
３
８
行
政
区
が

結
成
し
て
お
り
、
世
帯
カ
バ
ー
率
は

91.
51
％
で
あ
る
。主
な
取
組
と
し
て
、

自
主
防
災
訓
練
や
防
災
講
話
、
消
火

器
の
取
り
扱
い
な
ど
の
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。

�
（
総
務
部
長
）

問  

今
後
の
対
策
と
し
て
、
各
地
区

に
は
消
防
署
職
員
Ｏ
Ｂ
、
消
防
団
経

験
者
及
び
防
災
士
の
資
格
を
有
す
る

人
が
お
ら
れ
、
そ
の
人
達
を
地
区
の

防
災
訓
練
の
指
導
や
啓
発
活
動
に
活

か
す
取
組
も
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
含
め
た
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

答  

市
で
は
、
元
消
防
署
職
員
経
験

者
を
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
―
と
し

て
採
用
し
、
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
や
防
災
講
話
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
防
団
幹
部
経
験
者
が
防

災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、

資
格
取
得
者
数
は
今
年
度
で
21
名
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
、
自
主

防
災
組
織
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
総
務
部
長
）

職
員
の
育
成
と

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

問  

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と

共
に
、
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢

に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
・
資
質

の
向
上
対
策
及
び
明
る
い
職
場
づ
く

り
・
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
は
組

織
と
し
て
必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

答  
職
員
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
組
織
と
し
て
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
職
員
の
育
成

と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
人

材
育
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
き
た
「
人

事
評
価
制
度
」
に
お
け
る
個
別
面
談

や
職
員
研
修
等
に
加
え
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
、
各
部
署
に
お
け
る
さ
ら

な
る
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
や
新
規
採
用
職

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
の
育
成
や
明
る
く
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
は
、
風
通

し
が
よ
く
、
誰
も
が
意
見
を
言
え
る

環
境
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
効
果

的
な
取
組
を
検
討
す
る
。

　
今
後
、
熊
本
地
震
に
関
す
る
業
務

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
が
落
ち
着
い
て
い
く
中
で
、
前
述

の
職
員
個
別
面
談
や
職
員
研
修
の
更

な
る
充
実
と
各
部
署
に
お
け
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
新
規
採
用
職
員
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
の
取
組
を
更
に
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
職
員
各
自
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
宇
土
市
の
将

来
像
を
思
い
描
き
、
お
互
い
に
意
見

し
あ
う
雰
囲
気
が
形
成
さ
れ
、
活
気

あ
ふ
れ
る
組
織
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

�

（
総
務
部
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

中
口

　俊
宏
　
議
員



一般質一般質 問

9 令和 2 年 8 月 1 日

人口減少する網田・網津，増える花園   天草四郎の歴史顕彰
キリシタンの歴史と天草四郎（市指定文化財天草四郎ゆかりの里）

人
口
変
化
と
移
住
定
住

問  

15
年
間
の
人
口
推
移
か
ら
予
測

す
る
10
年
後
、
20
年
後
の
宇
土
市
の

各
地
区
（
花
園
地
区
、
網
田
地
区
）

の
人
口
に
つ
い
て
。

答  

単
純
計
算
で
は
、
宇
土
市
の
10

年
後
の
人
口
は
3
7,
0
4
0
人
、

20
年
後
は
3
6,
5
5
5
人
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
。
花
園
地
区
は
10

年
後
1
1,
1
7
4
人
、
20
年
後

1
2,
1
9
5
人
、
網
田
地
区
は
10
年

後
2,
7
1
3
人
、20
年
後
2,
3
0
9

人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

�

（
企
画
部
長
）

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
・
歴
史
顕
彰

問  

天
草
・
長
崎
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界

文
化
遺
産
と
宇
土
市
の
天
草
四
郎
も

含
む
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
顕
彰
と
の
連

携
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

答  

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
天
草
や
長

崎
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
や
文
化
に

関
連
す
る
調
査
を
連
携
し
て
行
っ
た

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
と
キ

リ
シ
タ
ン
文
化
を
通
じ
て
連
携
し
、

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
等
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
等
、
地
域
振
興
や
観
光
振

興
も
期
待
さ
れ
る
。
連
携
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
部
長
）

介
護
と
家
庭

問  

在
宅
介
護
の
家
族
で
、
介
護
を

さ
れ
て
い
る
人
の
状
況
と
、
人
数
や

介
護
度
、
男
女
比
と
い
っ
た
内
訳
は

ど
う
か
。

答  

本
市
で
は
、
自
宅
で
要
介
護
３
、

４
、５
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
に
在

宅
介
護
手
当
を
支
給
し
て
お
り
、
こ

の
受
給
者
を
在
宅
介
護
さ
れ
て
い
る

方
と
捉
え
て
い
る
。
前
年
度
は
２
４

名
に
支
給
し
た
。
要
介
護
者
の
内
訳

は
、
要
介
護
３
が
10
名
、
要
介
護
４

が
11
名
、
要
介
護
５
が
３
名
で
、
介

護
者
の
内
訳
は
、
男
性
10
名
、
女
性

14
名
で
あ
る
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

在
宅
介
護
手
当
に
つ
い
て
、
家

族
介
護
で
は
無
資
格
者
の
家
族
が
介

護
す
る
場
合
と
訪
問
介
護
員
な
ど
の

資
格
取
得
者
が
介
護
す
る
場
合
で
支

給
額
に
違
い
は
あ
る
の
か
。
支
援
の

拡
充
は
考
え
て
い
る
か
。

答  

家
族
介
護
者
の
資
格
の
有
無
を

問
わ
ず
、
支
給
額
は
同
額
で
、
要
介

護
３
の
方
に
は
年
額
６
万
円
、
要
介

護
４
、５
の
方
に
は
年
額
12
万
円
を
支

給
し
て
い
る
。
家
族
介
護
者
へ
の
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
対
象
を
要
介
護
３
の
方
ま
で

広
げ
た
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

ア
ス
ベ
ス
ト
と
肺
の
病

問  

熊
本
地
震
の
被
災
家
屋
解
体
で

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
撤
去
作
業

が
行
わ
れ
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原

因
の
中
皮
腫
と
い
う
病
は
ど
ん
な
も

の
か
、
そ
れ
と
国
の
救
済
制
度
に
つ

い
て
。

答  

中
皮
腫
は
、
若
い
時
期
に
ア
ス

ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
方
に
発
症
し

や
す
く
、
ま
た
肺
が
ん
は
ア
ス
ベ
ス

ト
の
繊
維
が
肺
細
胞
に
刺
激
を
与
え

る
こ
と
で
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
発
症
ま
で
に
15
～
50
年
の

潜
伏
期
間
が
あ
る
。
仕
事
に
よ
る
発

症
は
労
災
補
償
の
対
象
に
な
り
、
そ

れ
以
外
の
被
害
者
の
た
め
に
石
綿
健

康
被
害
救
済
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

野
口

　修 

一

　議
員



一般質一般質 問

10うと市議会だより　第 70号

介護現場における新型コロナウイルス感染症対策について
ガラス越しの面会の様子

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と

利
用
制
限
の
影
響
に
つ
い
て

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
。
ま
た

施
設
や
病
院
の
面
会
制
限
に
よ
る
介

護
保
険
認
定
調
査
の
遅
れ
に
よ
り
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
と

い
っ
た
現
状
が
あ
る
と
聞
く
が
本
市

の
状
況
は
。

答  
介
護
給
付
費
の
総
額
で
は
大
き

な
減
少
は
見
ら
れ
な
い
。
市
内
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
理
由
に
休
止
し
て
い
る
事
業
所
は

な
い
が
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
居

住
系
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
外
出
を

制
限
す
る
措
置
を
と
ら
れ
た
施
設
が

あ
り
、
外
部
の
通
所
介
護
の
利
用
が

で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
要
介
護
認
定
を
行
う
「
新
規
申
請
」

と
ご
本
人
の
状
態
変
化
に
よ
る
「
区

分
変
更
申
請
」
を
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
面
会
制
限
な
ど
に
よ
り
認
定

調
査
が
遅
れ
た
場
合
、
認
定
結
果
が

出
る
前
で
も
見
込
み
に
よ
る
暫
定
的

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
開
始
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
の
に
利
用
が
で
き
な
い
と

い
う
事
態
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
介

護
支
援
専
門
員
に
周
知
徹
底
を
行
っ

て
い
く
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

に
入
所
中
の
方
と
の
面
会
制
限
や
、

在
宅
で
こ
れ
ま
で
訪
問
介
護
等
を
利

用
さ
れ
て
い
た
方
が
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
控
え
る
こ
と
に
よ
る
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
へ
の
影
響
は
。
ま
た
家
族
等

と
の
面
会
制
限
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
健
康
面
や
家
族
と
の
関
係
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

答  
多
く
の
介
護
保
険
施
設
や
医
療

機
関
な
ど
が
、
数
か
月
間
に
渡
っ
て

外
部
か
ら
の
面
会
を
制
限
す
る
措
置

を
と
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
や
、
利
用
者
の
健
康
状
態
、

家
族
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と

は
十
分
予
測
さ
れ
る
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
よ
る
利
用
者
の
状
態
把
握

が
必
要
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
特
例
的
な
取
扱
い
と
し

て
、
当
初
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
計
画
さ
れ

て
い
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
適
切
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
れ
ば
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
料
を
請
求
で
き
る
よ
う
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
容
を
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
周
知
し
て
い
る
。

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
ビ
デ
オ
通
話
等
を
活
用
し

て
遠
隔
的
な
面
会
や
、
窓
越
し
の
会

話
な
ど
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
是

非
、
全
事
業
所
へ
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問  

感
染
防
止
対
策
の
た
め
の
財
政

支
援
に
つ
い
て
。

答  

感
染
が
疑
わ
れ
る
者
が
発
生
し

た
場
合
の
介
護
施
設
等
の
消
毒
・
洗

浄
経
費
、
介
護
施
設
等
に
お
け
る
簡

易
陰
圧
装
置
・
換
気
設
備
の
設
置
に

係
る
経
費
に
国
、
県
か
ら
の
補
助
が

あ
る
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

（
宇
土
、
み
ら
い
）

樫
㟢

　政
治

　議
員



一般質一般質 問

11 令和 2 年 8 月 1 日

過疎地域の団員の多くは基幹産業の後継者。地域の事情に配慮した消防活動を
今年2月に行われた消防団消防点検小型ポンプ操法競技（第7分団2班）の様子

消
防
団
活
動
に
つ
い
て

問  

過
疎
が
進
行
し
て
い
る
地
域
で

は
今
後
、
班
の
維
持
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
る
が
、
消
防
団
の
新
入
団
員
勧

誘
の
実
態
は
。

答  

各
分
団
が
年
間
を
通
し
て
人
員

確
保
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本

市
で
も
、
広
報
紙
や
各
行
政
区
の
掲

示
板
を
利
用
し
て
新
入
団
員
募
集
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
新
規
採
用
職
員
に

対
し
て
も
消
防
団
へ
の
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
団
員
数
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
消
防
力
維
持
の
た
め
、
引

き
続
き
消
防
団
と
連
携
の
も
と
、
消

防
団
員
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
団
員
数
を
考
慮
し
た
組
織
の
見

直
し
に
つ
い
て
随
時
検
討
を
行
っ
て

い
く
。�

　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
）

問  

消
防
団
の
活
動
は
地
域
の
生
業

の
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
消
防
点
検
時
期
は
漁
業
従

事
者
に
と
っ
て
最
も
忙
し
い
時
期
で

あ
る
。
他
の
産
業
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
る
だ
ろ
う
が
時
期
を
ず
ら
せ
な
い

か
。

答  

消
防
団
に
は
様
々
な
業
種
の
方

が
在
職
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

消
防
点
検
の
開
催
時
期
は
消
防
団
本

部
及
び
幹
部
会
議
等
消
防
団
内
部
で

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
市
は
事

務
局
と
し
て
こ
の
本
部
会
議
等
に
出

席
す
る
の
で
、
議
員
か
ら
の
発
言
の

主
旨
を
伝
え
た
い
。�

　
（
総
務
部
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

問  

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
が
本

年
９
月
か
ら
始
ま
る
が
、
地
元
商
店

活
性
の
た
め
地
域
通
貨
と
し
て
の
活

用
が
で
き
な
い
か
。

答  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
策
と
し

て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用
し
た

消
費
者
に
対
し
国
か
ら
付
与
さ
れ
る

ポ
イ
ン
ト
で
、
還
元
率
は
チ
ャ
ー

ジ
又
は
決
済
に
よ
っ
て
25
％
、
上
限

５
千
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
支

給
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
年
９
月

か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
の
施
策
と
な

る
。
同
事
業
を
地
域
経
済
へ
展
開
し

て
い
く
た
め
に
は
地
域
の
商
店
等
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
が
必

要
に
な
る
。
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

市
内
の
商
店
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
促
進
を
図
り
た
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と

並
行
し
て
活
用
策
に
つ
い
て
も
国
や

他
市
町
村
等
の
動
向
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。�

　
（
市
民
環
境
部
長
）

Ｊ
Ｒ
三
角
線
に
つ
い
て

問  

Ｊ
Ｒ
九
州
が
５
月
末
に
不
採
算

路
線
と
し
て
三
角
線
を
公
表
し
た
こ

と
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
た
。
廃
線

へ
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い
な
い
今
の

時
点
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答  

今
回
の
公
表
に
関
し
て
は
、
三

角
線
の
廃
線
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
大
変
危
惧
し
て
い
る
。
地
域
の

移
動
手
段
の
確
保
、
観
光
振
興
や
地

域
振
興
の
面
か
ら
も
、
本
市
を
運
行

す
る
鉄
道
は
存
続
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
、
検
討
組
織
を
設
置
し
、
具
体

的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。�

（
企
画
部
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

今
中

　真
之
助

　議
員



一般質一般質 問

12うと市議会だより　第 70号

光回線ケーブル整備に17年の格差！ 西部エリアのみ未整備！ 
～網田・網津地区の一括・早急整備を要求！ 市長から前向きな回答を得る！～ 

網田小のタブレット端末を使った授業風景，   現状，自宅でのオンライン授業に不具合が！

情
報
通
信
に
欠
か
せ
な
い
本

市
の
光
回
線
環
境
の
整
備
状

況
に
つ
い
て

問  

現
在
、
本
市
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電

気
通
信
設
備
収
容
局
が
３
局
（
宇
土
・

網
津
・
網
田
）
存
在
す
る
。
う
ち
宇

土
局
管
轄
（
宇
土
、
花
園
、
緑
川
、

走
潟
、
轟
の
ほ
ぼ
全
域
と
網
津
地
区

の
一
部
）
は
通
信
速
度
の
速
い
『
光

回
線
』
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

網
津
局
及
び
網
田
局
管
轄
区
は
未
だ

通
信
速
度
の
遅
い
『
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
』

で
あ
る
。

　
宇
土
局
エ
リ
ア
の
光
回
線
の
供
用

開
始
が
平
成
14
年
で
、
実
に
17
年
前

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
る
の

に
対
し
、
網
津
局
・
網
田
局
エ
リ
ア

は
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
り
市
内
に
お

い
て
整
備
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
未

整
備
地
区
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答  

網
田
局
エ
リ
ア
を
2
年
以
内
、

網
津
局
エ
リ
ア
を
3
年
以
内
に
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。�

（
企
画
部
長
）

問  

宇
城
管
内
で
も
宇
城
市
及
び
美

里
町
は
全
域
整
備
を
完
了
し
て
お
り
、

本
市
の
み
未
整
備
エ
リ
ア
が
存
在
す

る
。
今
後
も
全
国
か
ら
移
住
定
住
者

を
呼
込
む
た
め
に
は
、
光
回
線
の
整

備
は
必
須
条
件
で
あ
る
。
ま
た
昨
年
、

東
京
か
ら
網
田
に
移
住
し
た
人
の
声

や
地
元
若
者
の
切
実
な
思
い
訴
え
も

聞
き
、
光
回
線
の
早
期
整
備
の
必
要

性
を
更
に
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
そ
し
て
特
に
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
、
市
は
小
・
中
学
校
が
何
ら
か

の
事
情
で
臨
時
休
校
と
な
っ
た
際
も

生
徒
ら
の
自
宅
学
習
を
補
う
た
め
、

い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
想
定

し
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

配
備
を
予
算
化
し
た
。
し
か
し
網
津
・

網
田
校
区
の
生
徒
宅
は
現
状
、
光
回

線
が
来
て
い
な
い
た
め
当
該
端
末
の

通
信
に
不
具
合
が
生
じ
や
す
く
十
分

な
自
宅
学
習
が
受
け
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
踏
ま
え
、

元
松
市
長
に
次
の
3
点
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

　
ま
ず
本
市
の
光
回
線
整
備
に
お
け

る
17
年
の
整
備
格
差
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
見
解
を
求
め
る
。

答  

整
備
格
差
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

情
報
通
信
格
差
是
正
に
向
け
、
早
急

な
西
部
地
域
の
光
回
線
整
備
が
必
要

と
考
え
る
。�

（
市
長
）

問  

現
行
の
未
整
備
地
区
の
整
備
計

画
（
網
田
局
2
年
・
網
津
局
3
年
内
）

を
前
倒
し
し
、
両
未
整
備
エ
リ
ア
を

一
括
で
一
日
も
早
く
整
備
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答  

計
画
変
更
を
含
め
事
業
実
施
の

前
倒
し
及
び
一
括
整
備
を
実
現
す
る

た
め
、
電
気
通
信
事
業
者
や
関
係
機

関
と
の
調
整
を
急
ぐ
よ
う
担
当
課
に

指
示
を
し
た
。�

（
市
長
）

問  

本
年
3
月
か
ら
第
5
世
代
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
今
後
、
地
方
へ
と
波
及

す
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
光
回
線
同

様
の
整
備
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
見
解
を
求
め
る
。

答  

５
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に

エ
リ
ア
拡
大
さ
れ
て
い
く
と
想
定
す

る
が
本
市
全
域
が
同
時
に
供
用
開
始

出
来
る
よ
う
又
、
今
般
の
情
報
通
信

格
差
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
取
組
を
進

め
る
。�

（
市
長
）

（
無
所
属
）

佐
美
三 

　洋

　議
員



一般質一般質 問

13 令和 2 年 8 月 1 日

コロナ感染防止，熱中症対策等を取り，手厚い教育を進めるために教員，支援員の大幅増員を
小学校の授業の様子

国
保
税
、
介
護
保
険
料
等
の

減
免
を

問  

国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
前
年
に
比
べ
事
業

収
入
が
3
割
以
上
減
少
し
た
加
入
者

に
対
し
、
国
保
税
や
介
護
保
険
料
な

ど
減
免
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ

の
制
度
を
周
知
し
速
や
か
に
減
免
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

答  

市
で
は
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
、

国
保
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
減
免
、
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
を
実
施
し
て
い
る
。

該
当
者
が
漏
れ
な
く
減
免
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
広
報
等
で
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
関
係
課
の
連
携
を
行
う
。

１
箇
月
で
も
収
入
が
前
年
比
３
割
以

上
減
少
し
た
方
は
、
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
。�

（
市
民
環
境
部
長
）

教
育
問
題
に
つ
い
て

問  

学
校
が
再
開
さ
れ
、
消
毒
や
清

掃
、
児
童
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

業
務
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

教
員
や
支
援
員
の
増
員
が
な
け
れ
ば

授
業
に
支
障
が
で
る
。
教
職
員
等
の

増
員
及
び
発
熱
児
童
生
徒
の
待
機
場

所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答  

市
教
育
委
員
会
で
雇
用
し
て
い

る
支
援
員
の
勤
務
形
態
を
調
整
し
、

上
手
く
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る

と
と
も
に
、
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、

県
費
教
職
員
の
人
員
確
保
の
要
望
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
発
熱
児
童
生
徒

の
待
機
場
所
に
つ
い
て
は
、
空
き
教

室
や
特
別
教
室
な
ど
普
段
の
授
業
で

使
用
し
な
い
教
室
を
利
用
す
る
等
、

個
々
に
区
分
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。�

（
教
育
部
長
）

大
学
生
、
専
門
学
校
生
に
市

独
自
の
財
政
支
援
を

問  

大
学
生
、
専
門
学
校
生
な
ど
の

ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
収
入
が
絶
た
れ

生
活
に
困
窮
す
る
学
生
が
増
え
て
い

る
。
市
独
自
の
財
政
支
援
が
必
要
で

あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答  
本
市
で
は
「
郷
土
を
愛
し
、
学

び
あ
い
、
つ
な
が
り
合
う
、
未
来
を

に
な
う
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
教
育
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
そ
の
学
び
の
芽
が
摘
ま
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
学
生
の

方
々
を
市
独
自
の
施
策
に
よ
り
支
援

で
き
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

�

（
市
長
）

宇
城
医
療
圏
域
保
健
所
体
制

の
強
化

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
二
次
感
染
に
備
え
、
宇
城
地
域

の
医
療
、
保
健
所
体
制
を
強
化
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
幅
に
増
や
す
よ
う

に
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
、
国
や

県
に
対
し
予
算
や
人
員
を
増
や
す
よ

う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
考

え
は
。

答  

現
在
の
熊
本
県
地
域
医
療
構
想

で
は
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
法
改
正

に
よ
り
県
内
の
保
健
所
数
は
減
っ
て

い
る
。
宇
城
管
内
に
お
い
て
も
、
今

回
の
感
染
拡
大
を
教
訓
に
、
感
染
症

対
策
に
さ
ら
に
重
点
を
置
き
、
今
後

必
要
な
検
査
体
制
を
整
え
、
専
門
医

や
病
床
を
十
分
に
確
保
す
る
よ
う
市

長
会
等
を
通
じ
国
、
県
に
要
望
し
て

い
く
。�

（
市
長
）

（
日
本
共
産
党
）

福
田

　慧
一

　議
員



一般質一般質 問

14うと市議会だより　第 70号

！！小中学校の子供達に旬，健康，安全な宇土市産の食材を供給しよう！！

旬な野菜で美味しい給食を作っておられる給食センターの方々

学
校
給
食
の
食
材
の
取
扱
い

の
実
態
に
つ
い
て

問  

平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
成

立
し
、
学
校
給
食
に
於
け
る
国
産
食

材
の
使
用
の
目
標
値
を
80
％
以
上
に
、

地
場
産
物
使
用
の
目
標
を
30
％
以
上

に
設
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
宇
土
市
の

給
食
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
地
場
産（
県

市
産
）
食
材
使
用
と
国
産
食
材
の
使

用
割
合
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答  

給
食
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
食

材
数
の
使
用
割
合
の
状
況
は
国
産

68.
5
%
、
県
産
38.
3
%
、
宇
土
市

産
は
8
％
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
に
於
け
る
食
材
調
達
に

は
品
質
・
規
格
・
量
・
価
格
・
配
送

等
を
踏
ま
え
た
安
定
供
給
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
。
今
後
は
出
来
る
だ
け

市
産
食
材
の
使
用
を
高
め
、
地
産
地

消
を
推
進
し
て
い
く
。

�

（
教
育
部
長
）

宇
土
市
農
産
物
の
取
扱
い

拡
大
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て

問  

宇
土
市
農
産
物
の
使
用
状
況
は

8
％
で
、
県
内
の
耕
種
地
域
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
地
元
農
産
物
の
使
用
実

績
か
ら
す
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
。

30
％
を
超
え
て
い
る
他
の
行
政
の
取

組
を
見
る
と
、
庁
舎
内
に
企
画
部
・

経
済
部
・
教
育
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
等
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け

「
学
校
給
食
事
業
の
地
元
農
産
物
取
扱

い
拡
大
の
シ
ス
テ
ム
」
を
作
り
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
を
決
め
、
地
元
農
産
物

の
使
用
実
績
を
高
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
宇
土
市
に
於
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
実
践
で
き

る
体
制
を
整
え
取
り
組
ま
れ
る
考
え

方
に
つ
い
て
。

答  

学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
農
産

物
の
使
用
を
拡
大
す
る
に
は
、
食
材

の
安
定
し
た
供
給
が
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
域
で
ど
の
時
期
に
ど
の
様
な
作

物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
か
の
生
産
団

体
と
の
情
報
共
有
や
、
現
実
的
に
供

給
で
き
る
組
織
母
体
の
検
討
、
学
校

給
食
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
元
農
産

物
の
生
産
供
給
の
可
能
性
把
握
等
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
現
在
の
生
産
作
物
等
と

学
校
給
食
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り

組
み
、
よ
り
多
く
の
地
元
農
産
物
を

使
用
出
来
る
体
制
整
備
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。�

（
市
長
）

土
づ
く
り
実
証
地
域
の
設
置

に
つ
い
て

問  

農
水
省
の
「
産
地
生
産
基
盤
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
」
事
業
で
は
、
耕
種
農

家
の
農
地
の
地
力
や
収
量
の
向
上
を

図
る
た
め
、
堆
肥
の
利
用
促
進
に
向

け
て
、「
土
づ
く
り
の
実
証
地
域
を
設

置
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
宇
土
市
と
し
て
補
助
事
業

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答  

本
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
現

在
、
農
業
者
へ
要
望
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
事
業
採
択
後
は

土
づ
く
り
実
証
地
域
に
お
い
て
、
地

力
の
増
進
や
作
物
の
収
量
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
効
果
的
な
取
組
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
経
済
部
長
）

（
宇
土
、
み
ら
い
）

村
田

　宣
雄

　議
員



一般質一般質 問報告委員会

15 令和 2 年 8 月 1 日

《
議
案
関
連
》

令
和
元
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

問
　
宇
土
市
で
は
、
ど
の
く
ら
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
本
年
5
月
31
日
現
在
の
交
付
率
が
15.
5
%

で
あ
る
。

問
　
今
回
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
な
か
っ
た
自
治
体
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
預
貯
金
口
座
と
紐
づ
け

る
な
ど
の
検
討
が
始
まって
い
る
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
普
及
推
進
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
市
の
説
明
会
や
地
域
で
行
わ
れ
る
会
合
な
ど

に
職
員
が
出
向
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
を
受
け
付
け
る
出
張
申
請
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

3
月
末
か
ら
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
向
け
た
P
R
等
も

併
せ
て
行
って
い
く
こ
と
で
普
及
に
努
め
た
い
。

令
和
2
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

問
　
網
田
地
区
に
お
け
る
乗
合
デ
マ
ン
ド
実
証
実

験
を
秋
頃
に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

ま
で
の
ミ
ニ
バ
ス
『
の
ん
な
っ
せ
』
と
『
乗
合
デ
マ

ン
ド
バ
ス
』
と
の
違
い
は
何
か
。

答
　
ミ
ニ
バ
ス『
の
ん
なっ
せ
』は
定
期
行
路
便
で
、

各
バ
ス
停
を
定
期
的
に
回
っ
て
乗
車
し
て
も
ら
う

運
行
シ
ス
テ
ム
だ
が
、『
乗
合
デ
マ
ン
ド
バ
ス
』
は
、

自
宅
の
玄
関
か
ら
市
内
の
病
院
等
の
登
録
さ
れ
た

場
所
ま
で
ド
ア
t
o
ド
ア
で
移
動
を
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
と
なって
い
る
。

問
　
運
賃
は
い
く
ら
く
ら
い
に
設
定
す
る
の
か
。

答
　
網
田
地
区
は
民
間
の
バ
ス
も
運
行
し
て
い
る

た
め
、
今
後
、
他
の
公
共
交
通
機
関
を
考
慮
し

た
運
賃
設
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
議
案
以
外
》

不
燃
ご
み
回
収

問
　
不
燃
ご
み
の
回
収
基
準
が
以
前
よ
り
厳
し
く

なって
い
る
と
聞
い
た
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答
　
今
年
度
か
ら
不
燃
ご
み
を
中
間
処
理
せ
ず

に
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
い
る
が
、

資
源
ご
み
の
混
入
が
多
か
っ
た
た
め
、
混
入
し
た

ご
み
袋
は
収
集
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、

想
定
以
上
に
混
入
し
た
ご
み
袋
が
多
く
、
ご
み
置

き
場
に
ご
み
袋
が
溜
ま
って
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
行
い
、一 
旦

全
て
の
ご
み
袋
を
収
集
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
は
、

若
干
資
源
ご
み
が
混
入
し
た
ご
み
袋
で
も
収
集
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
宇

城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
対
応
が
難
し
く
な
って
い

る
た
め
、今
後
は
、同
じ
く
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
る
宇
城
市
、
美
里
町
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
収
集
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
議
案
関
連
》

令
和
2
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
、
D
V
等
を
原
因
と
す
る
夫
婦
別

居
等
様
々
な
事
情
の
家
庭
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
店
舗
に

は
飲
食
店
も
入
る
の
か
。

答
　
商
品
券
は
、
基
本
的
に
は
世
帯
主
への
交
付

だ
が
、
事
前
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
個
別
の
対
応

を
予
定
し
て
い
る
。
対
象
店
舗
に
つ
い
て
は
現
在
、

募
集
を
行
って
い
る
が
、
飲
食
店
も
対
象
で
あ
り
、

積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
、
個
別
に
周
知
を

行
う
。

令
和
2
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

問
　
宇
土
マ
リ
ー
ナ
堤
防
の
防
護
柵
の
工
事
請

負
費
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
適
宜
、
塗
布
等

の
修
繕
を
行
って
い
た
と
思
う
が
、
今
回
、
防
護

柵
の
修
繕
の
み
で
約
5,
0
0
0
万
円
必
要
と
い

う
こ
と
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
は
、
管
理
棟
付
近
の
防
護
柵
を

部
分
的
に
修
繕
し
て
い
た
が
、
今
回
は
、
熊
本

地
震
復
興
基
金
等
を
活
用
し
、
未
改
修
で
あ
る

堤
防
の
防
護
柵
、
総
延
長
約
1
km
の
区
間
を
全

て
取
り
換
え
る
た
め
、
計
上
し
て
い
る
。

《
議
案
以
外
》

水
道
料
の
減
免
、
猶
予
措
置

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
で
、
水

道
料
の
減
免
ま
た
は
、
猶
予
措
置
を
行
って
い
る

か
。

答
　
減
免
は
行
って
い
な
い
が
、猶
予
に
つ
い
て
は
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
、

電
話
で
の
相
談
が
3
件
あ
り
、
実
際
に
猶
予
措

置
を
と
っ
た
方
は
0
件
で
あ
る
。

地
籍
調
査
誤
り
修
正
の
進
捗
及
び
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報
告

　
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、『
平
成
23
年
度
調

査
区
域
の
14
字
』
及
び
『
平
成
24
年
度
調
査
区

域
の
7
字
』
の
計
21
字
の
再
調
査
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
り
、
現
在
、
現
地
立
会
い
に
向
け
て
、

地
権
者
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
度
、
再
調
査
を
行
っ
た
『
平
成
21
年
度
調
査

区
域
の
15
字
』
及
び
『
平
成
23
年
度
調
査
区
域

の
2
字
』
の
計
17
字
の
閲
覧
に
つ
い
て
も
、
今
年

度
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
か
の
生
産
団

体
と
の
情
報
共
有
や
、
現
実
的
に
供

給
で
き
る
組
織
母
体
の
検
討
、
学
校

給
食
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
元
農
産

物
の
生
産
供
給
の
可
能
性
把
握
等
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
現
在
の
生
産
作
物
等
と

学
校
給
食
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り

組
み
、
よ
り
多
く
の
地
元
農
産
物
を

使
用
出
来
る
体
制
整
備
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。�

（
市
長
）

土
づ
く
り
実
証
地
域
の
設
置

に
つ
い
て

問  

農
水
省
の
「
産
地
生
産
基
盤
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
」
事
業
で
は
、
耕
種
農

家
の
農
地
の
地
力
や
収
量
の
向
上
を

図
る
た
め
、
堆
肥
の
利
用
促
進
に
向

け
て
、「
土
づ
く
り
の
実
証
地
域
を
設

置
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
宇
土
市
と
し
て
補
助
事
業

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答  

本
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
現

在
、
農
業
者
へ
要
望
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
事
業
採
択
後
は

土
づ
く
り
実
証
地
域
に
お
い
て
、
地

力
の
増
進
や
作
物
の
収
量
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
効
果
的
な
取
組
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
経
済
部
長
）

平江光輝委員長

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

宮原雄一委員長

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管
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《
議
案
関
連
》

令
和
2
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

問
　
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
状
況
は
ど
う
なっ

て
い
る
か
。

答
　
6
月
19
日
の
時
点
で
、
対
象
者

1
万
5,
3
8
1
件
の
う
ち
1
万
5,
0
3
3
件
、

率
に
す
る
と
97.
7
％
が
申
請
済
で
あ
る
。
給
付
は

週
に
1
回
行
って
お
り
、
6
月
23
日
の
給
付
予
定

ま
で
含
め
る
と
件
数
で
1
万
4,
9
9
9
件
、
率

に
し
て
97.
5
％
が
給
付
済
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
未
申
請
の
方
への
対
応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
3
4
8
件
が
未
申
請
と
な
って
い
る
が
、
書

類
の
不
備
等
で
や
り
と
り
を
し
て
い
る
方
や
単
身

世
帯
で
死
亡
さ
れ
て
い
て
給
付
に
至
ら
な
い
方
な
ど

が
35
件
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
方
へ々
は
申
請
勧
奨

通
知
を
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問
　
校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
取
得
が
随
意
契
約
と

な
って
い
る
が
、
一
般
競
争
入
札
と
し
な
かっ
た
の

は
な
ぜ
か
。

答
　
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
の
観
点
か
ら
、
こ
の
ソ
フ

ト
は
外
部
か
ら
切
り
離
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で

運
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
契
約
の
相
手
方
で
あ
る

株
式
会
社
D
A
Z
Z
‐
S
T
Y
L
E
は
教
育
委

員
会
も
含
め
た
宇
土
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

全
体
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
運
用
す
る
た
め
随
意
契
約
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
ソ
フ
ト
を
業
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
か
。
ま
た
、
一
度
取
得
す
れ
ば
期
限

な
く
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

答
　
製
造
元
に
も
確
認
し
た
が
、
自
治
体
への
販

売
は
出
来
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
で
運
用
す
る
に
は
、
ソ
フ
ト
を
サ
ー
バ
ー
に
組
み

込
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
サ
ー
バ
ー
を
運
用
し
て
い

る
業
者
か
ら
の
購
入
と
な
る
。
使
用
で
き
る
期
間

は
5
年
間
と
なって
い
る
。

問
　
3,
3
0
0
万
円
と
い
う
取
得
価
格
は
適
正

な
の
か
。

答
　
導
入
済
の
自
治
体
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
価

格
に
差
は
な
く
適
正
だ
と
思
って
い
る
。

令
和
2
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

問
　
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
で
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
何
％
と
な

る
の
か
。

答
　
現
在
、
使
用
し
て
い
る
ト
イ
レ
は
今
回
の
工

事
で
す
べて
洋
式
と
な
る
。

問
　
す
べて
の
工
事
が
終
わ
る
の
は
い
つ
に
な
る
の

か
。

答
　
年
度
内
の
完
了
を
目
標
に
し
て
い
る
。

浦
田
仮
設
団
地
み
ん
な
の
家
移
設
工
事

問
　
移
設
す
る
理
由
は
何
か
。

答
　
仮
設
団
地
に
関
し
て
唯
一
遺
って
い
る
建
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
地
震
の
遺
産
と
し
て
遺
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の
基
礎
が
恒
久
的

に
使
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
現
在
の
位
置
よ
り

南
東
側
の
市
道
沿
い
に
基
礎
を
作
り
直
し
て
移
設

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
地
震
を
忘
れ
な
い
た
め
に
遺
す
の
か
。

答
　
そ
れ
も
あ
る
が
、
活
用
も
当
然
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
や
地
域
で
も
使
って
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

西田和徳委員長

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

熊
本
・
宇
土
道
路

　
令
和
2
年
度
の
国
の
当
初
予
算
は
1
億
円
で

あ
り
、
前
年
度
と
同
額
で
あ
る
。

　
用
地
取
得
の
状
況
は
、
面
積
ベ
ー
ス
の
進
捗

率
が
約
99
％
、ま
た
、事
業
進
捗
率
に
つ
い
て
も
、

約
35
％
と
昨
年
度
か
ら
進
捗
は
あ
って
い
な
い
。

　
今
年
度
の
事
業
内
容
は
、
調
査
設
計
で
「
令

和
2
年
度
宇
土
道
路
外
水
文
調
査
業
務
」
が

実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
令
和
2
年
度
事
業
計

画
と
し
て
、「
海
路
口
地
区
取
得
用
地
管
理
工

事
」、「
笹
原
地
区
取
得
用
地
管
理
工
事
」
の

2
件
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

宇
土
道
路

　
令
和
2
年
度
当
初
予
算
額
は
11
億
4
千
万
円

で
あ
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
同
規
模
の
予
算

額
と
な
って
い
る
。

　
用
地
取
得
の
状
況
は
、
昨
年
度
1
年
間
の
進

捗
率
が
約
6
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
面
積
ベ
ー
ス
で
約

84
％
、
ま
た
、
事
業
進
捗
率
も
、
約
5
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
約
18
％
と
な
って
い
る
。

　
事
業
内
容
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
と

し
て
、
調
査
設
計
で
は
、「
国
道
57
号
宇
土
道

路
網
津
長
浜
ト
ン
ネ
ル
修
正
設
計
業
務
」
が
昨

年
度
か
ら
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
工
事
で
は
、「
熊
本
57
号
城
塚
橋
下
部
工

（
A
2
）
外
工
事
」、「
熊
本
57
号
上
網
田
橋

下
部
工
（
A
2
）
外
工
事
」
の
2
件
が
昨
年

度
か
ら
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
令
和
2
年
度
事
業
と
し
て
、
調
査
設

計
で
は
、「
令
和
2
年
度
宇
土
道
路
外
水
文
調

査
業
務
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宇

土
道
路
及
び
熊
本
宇
土
道
路
に
お
い
て
、
周
辺

井
戸
の
水
位
観
測
、
水
量
測
定
、
水
質
検
査
等

を
行
う
も
の
で
、
調
査
結
果
は
、
今
後
の
基
礎

資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
工
事
で
は
、「
城
塚
地
区
改
良
7
期
工
事
」

に
お
け
る
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
城
塚
地
区
の
地
盤
改
良
工
事
を
行
う

も
の
と
な
って
い
る
。

　
そ
の
他
、
令
和
2
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、

「
笹
原
ト
ン
ネ
ル
工
事
」、「
網
津
地
区
ほ
か
用

地
買
収
」、「
支
障
物
件
移
設
補
償
」
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
宇
土
―
三

角
間
の
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
は
、「
令
和
2
年
度

熊
本
天
草
幹
線
道
路
計
画
検
討
業
務
」
に
お
け

る
、
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
現
在
、
示
さ
れ
て
い
る
3
つ
の
ル
ー
ト
案
で

の
詳
細
な
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

《
主
な
質
疑
》

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
工
事

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
の
影
響
は
出
て
い
な
い
か
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
工
事
を
中
止
し
た
な
ど
の
話
は
聞
い
て

い
な
い
。

問
　
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
宇
土
―
三
角
間
の

ル
ー
ト
は
い
つ
頃
決
定
す
る
の
か
。

答
　
ル
ー
ト
の
決
定
時
期
等
、
詳
細
な
情
報
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

（
委
員
か
ら
要
望
）　
山
間
部
を
通
る
ル
ー
ト
の

場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
な
り
水
脈
を
壊
す

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
地
元
住
民
は
危

惧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
元
の
意
見
と
し
て
国
土

交
通
省
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

今中真之助委員長

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
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令和２年6月宇土市議会定例会  議決結果一覧
賛否のわかれた議案等

提
出
者

会　派　名
議　員　名

件　　名

議
決
結
果

表決数
賛成－反対

宇土、みらい う 六政会 宇土市政研「志」
嶋
本
　
圭
人

樫
﨑
　
政
治

村
田
　
宣
雄

平
江
　
光
輝

小
崎
　
憲
一

宮
原
　
雄
一

山
村
　
保
夫

今
中 
真
之
助

西
田
　
和
徳

野
口
　
修
一

中
口
　
俊
宏

佐
美
三
　
洋

園
田
　
　
茂

藤
井
　
慶
峰

芥
川
　
幸
子

杉
本
　
信
一

福
田
　
慧
一

市
長 第４０号

専決処分の報告及び承認を求め
ることについて
専決第３号　宇土市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例
について

承 

認 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議
員

発議第２
号

介護施設の人員配置基準の引き
上げを求める意見書

可 

決 １３－４ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

陳情第２
号

2019年原水爆禁止国民平和大行
進への支持・賛同のお願い

不
採
択

４－１３ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○

陳情第４
号

介護施設の人員配置基準の引き
上げのため国に対し意見書の提
出を求める陳情書

採 

択 １３－４ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

  ※○＝賛成又は採択，●＝反対又は不採択，欠＝欠席，退＝退席，除＝除席　※柴田正樹議員は議長職のため，可否同数の場合のみ裁決する。
  ※会派の名称：う（うとしせい会）

全員賛成の議案等
提出者 番号 件　　名 議決結果

市長 第38号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第１号　令和元年度宇土市一般会計補正予算（第８号）について 承　認

市長 第39号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第２号　宇土市税条例等の一部を改正する条例について 承　認

市長 第41号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第４号　宇土市介護保険条例の一部を改正する条例について 承　認

市長 第42号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第５号　宇土市固定資産評価員の選任について 承　認

市長 第43号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第６号　令和２年度宇土市一般会計補正予算（第１号）について 承　認

市長 第44号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第７号　令和２年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 承　認

市長 第45号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第８号　宇土市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 承　認

市長 第46号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第９号　令和２年度宇土市一般会計補正予算（第２号）について 承　認

市長 第47号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第10号　宇土市税条例の一部を改正する条例について 承　認

市長 第48号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第11号　令和２年度宇土市一般会計補正予算（第３号）について 承　認

市長 第49号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第12号　令和２年度宇土市一般会計補正予算（第４号）について 承　認

市長 第50号 宇土市災害応急措置の業務に従事した者に対する損害補償に関する条例について 可　決
市長 第51号 宇土市手数料条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第52号 宇土市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第53号 宇土市税条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第54号 宇土市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可　決

市長 第55号 宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について 可　決

市長 第56号 宇土市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について 可　決

市長 第57号 宇土市立幼稚園一時預かり保育条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第58号 財産の取得について 可　決
市長 第59号 令和２年度宇土市一般会計補正予算（第５号）について 可　決
市長 第60号 令和２年度宇土市公共下水道事業会計補正予算（第１号）について 可　決



編 集 後 記

印刷/敷島印刷株式会社
環境保護印刷の
水なし印刷で
印刷しています。

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため，６月定例会では一般傍聴の自粛をお願いしました。
　今後の市議会の傍聴につきましては，市議会ホームページを御覧になるか，議会事務局までお問い合
わせください。

市議会の傍聴のご案内

　暑中お見舞い申し上げます。
　新型コロナウィルス感染症の影響を受けて低
迷する経済の浮揚を図ろうとしている最中，
「令和２年７月豪雨」は，各地に甚大な被害を
もたらしました。お亡くなりになられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに，被災されたすべ
ての方々に心よりお見舞い申し上げます。
　熊本県で豪雨災害により60名を超える方が犠
牲になられたのは，昭和47年の天草大水害以来
であり，自然災害の怖さを思い知らされる結果
となりました。私たちも被災地の復旧，復興の
ために出来ることから取り組んでいきたいと思
います。
　これから台風の多く発生する時期となります
が，大きな災害も無く，また新型コロナウィル
スも終息し，活気あふれる市民生活を取り戻す
事を切に願いたいものです。

編集委員
　委員長／中口俊宏　副委員長／宮原雄一
　委　員／平江光輝　　委　員／西田和徳

　９月定例会の日程は，市議会ホームページを御覧にな
るか，議会事務局までお問い合わせください。（８月上旬
に決定予定）
　広報うと９月号にも掲載予定です。

令和２年9月　定例会 会期日程

市議会のホームページで，本会議(定例会・臨時会)の会
議録を公開しています。
[アドレス] https://www.city.uto.lg.jp/
　本会議の会議録（冊子）は，市情報公開コーナー（仮設
庁舎１階ロビー），市立図書館で閲覧できます。
　なお，令和2年6月定例会の会議録は，令和2年9月定
例会以降に閲覧可能です。
[お問い合せ] 市議会事務局　0964-22-1111
　　　　　　　　　　　　　内線234　

市議会からのお知らせ

提出者 番号 件　　名 議決結果
市長 第61号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第62号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第63号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第64号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第65号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第66号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第67号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第68号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第69号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第70号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第71号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 第72号 宇土市農業委員会の委員の任命について 同　意
市長 諮問第1号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案答申
市長 諮問第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案答申
市長 諮問第3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案答申

報告
報告番号 件　　名
第３号 令和元年度宇土市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
第４号 令和元年度宇土市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について
第５号 令和元年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
第６号 令和元年度宇土市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第７号 宇土市土地開発公社の経営状況の報告について
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